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2022年度賃金引き上げ夏季手当第６回団体交渉

新型コロナウイルスで苦労している

のは現場の社員だ！

持ち帰り検討に値せず、
再申し入れ！

本部は３月1８日、「2022年度賃金引き上げ、夏季手当および諸要求の申し入

れ」（申第27号）に基づく第６回団体交渉を開催し、会社の回答を受けました。

会社は、新型コロナウイルスによる減収等を理由に、組合要求とはかけ離れ

た昨年と同様の低額回答を行いました。しかし、新型コロナウイルスの状況の

中でも現場で社員は苦労をしながら働いています。また、収益に関しても、昨

年度と比較して今年度の減収幅は著しく減少したにも関わらず、会社は現場社

員の苦労を認めようともせず、収益の損失を理由として低額回答を行いました。

このような会社の回答、姿勢に対して、本部は持ち帰り検討に値しないとして、

怒りを持って再申し入れを行いました。

会社回答

１．令和４年度新賃金

定期昇給のみ実施する。なお、標準乗数は４とする

2．令和４年度夏季手当

（1）支給月数は、２．２箇月分とする。

(６月１日現在の基準内賃金と補償措置額)

（2）支給日は、６月３０日以降準備でき次第とする。
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《主な議論》
組合：おかしい。なぜベアゼロなのか。

会社：赤字が大きい。経営判断をする上で赤字が続いている。定昇の乗数４は

確保した。

組合：また賞与が２．２箇月となっている。４期連続じゃないか。

会社：赤字なので。黒字であれば・・・

組合：がっかりだ！子供を抱えた社員は厳しい。上積みはできないのか。

会社：赤字であり、会社からお金が出て行っている。その選択はない。

組合：納得できない。損益は出ていても、昨年とすればかなり改善している。

会社：改善はしているが、先行きが見えない状況で上げる判断はできない。

組合：対立。この場で再申し入れする。

以 上
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